
R７年度研修概要
内 容：座学(※)、実習、首里城復元現場及び先進地視察

(※「琉球建築」の特徴と技術、彩色塗装について、文化財修復について、沖縄県内の修復事例等)
期 間：令和７年９月～令和８年３月
人 数：建造物木工分野４名、木彫刻分野２名

建造物木工実習
沖縄伝統建築の屋根加工及び、
柱と梁の継手加工を学ぶ実習

木彫刻実習
首里城正殿に掲げられる扁額
の額縁彫刻をモチーフとし彫
刻技術を学ぶ実習

先進地視察
岡太神社、大瀧神社、丸岡城、
大安禅寺などの重要文化財の
視察（福井県）

ワークショップ
木彫刻分野は、次世代を担う
高校生を対象に交流型のワー
クショップを開催

令和７年度研修状況
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基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城歴史文化継承基金事業（伝統的な建築等技術に係る人材育成）

基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城歴史文化継承基金事業（伝統的な建築等技術に係る人材育成）



基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出
中城御殿跡地整備

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出
中城御殿跡地整備
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表御殿東側エリア
（展示・鑑賞）

〔往時は御番所、御広間・御書院、庭園等〕

木造建物・琉球庭園の復元
（施設そのものが展示物）
鑑賞・休憩、体験

表御殿西側エリア（無料区域）
（導入/体験・交流）

〔往時は王家関連の役人詰所や台所等〕
RC造・外観再現
施設案内、体験・交流、情報発信の
場とする

上之御殿エリア
〔往時は別宅（上之御殿）〕

遺構の保全と緑地の整備
首里城への眺望を楽しむ場

自然の岩盤を利用した庭園型の邸宅空間があったと考えられている。

これまで石積や池、石階段などの遺構が確認されており、令和７年度

には、新たに水路も発見された。

御内原エリア（有料区域）
（展示・収蔵、管理）

〔往時は大御殿、御内原〕
RC造、外観再現
貴重な展示資料を活用しながら、琉球
王国及び文化の発展について多様な物
語を発信



令和７年度の活動概要
①各主体が進める事業の内容確認／進捗確認
②部会におけるテーマ別活動の推進

③首里杜まちづくり憲章（暫定版）の検討

④協議会のあり方検討グループの実施報告

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出
首里杜まちづくり推進協議会（令和４年9月設立）の概要

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出
首里杜まちづくり推進協議会（令和４年9月設立）の概要
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テーマ活動状況

テーマ活動① 地域の方も、観光客も歩いて楽しめて、商売繁盛につながるプログラムの検討

目 的 令和６年度に作成した周遊基本ルートの活用に向け、地域事業者と実施プログラムを考える

活動概要 地域事業者の「まちづくりのステークホルダー」の意識醸成を図りながら、周遊に対する課題を整理した。また、具体的な対策方法につ
いてアイデア出しを行い、実施可能な施策の推進へ向けた検討を行った

テーマ活動② 観光交通受け入れ環境整備を考える意見交換会

目 的 地域が提案する手法の実現可能性についての議論を主軸に、観光交通に関する意見交換を行う

活動概要 首里杜館駐車場の廃止と首里駅からの周遊について意見交換を行い、駐車場および正殿入場の「数のコントロール」を軸とする渋滞対
策と併せて、公共交通利用促進・周遊促進策についての検討を進めていく

首里杜まちづくり憲章（暫定版）の検討

目 的 地域の思いや大切にしている価値観を伝えるための「憲章」を作成し、ガイドライン作成の指針とする

活動概要 憲章を作成するため住民意見収集として、首里杜地区へのポスティングや「ゆんたく会」と題した意見収集の場を設定した。誰が発出す
るのかや「水・水場」の大切さについての意見があった。次年度以降のガイドライン作成につなげていく

事務局体制
地域事務局を首里杜まちづくり団体連絡協議会、
市事務局を那覇市都市計画課、県事務局を沖縄
県首里城復興課に設置し、協議会の調整やとり
まとめを行う。



位置

事業概要
内 容：首里城周辺の歴史文化資源の再現整備として、龍潭近くの世持橋勾欄の製作工事を実施する
仕 様：龍潭側の勾欄を整備対象とし、遺物と同じニービ素材（細粒砂岩）で製作する

特徴である羽目の優れた彫刻を含め、往時の姿をできるかぎり再現する
転落防止機能を持たせるが歴史的景観を阻害しないように配慮する

【参考】戦前撮影、那覇市歴史博物館提供）

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（2）首里城公園及び周辺地域の段階的整備
世持橋整備工事の概要

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（2）首里城公園及び周辺地域の段階的整備
世持橋整備工事の概要

古写真 イメージスケッチ（道路側）

令和７年度 製作状況
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■羽目板彫刻 ■束柱接合部 ■完成写真



基本施策７.歴史の継承と資産としての活用（2）平和を希求する「沖縄のこころ」の発信
第３２軍司令部壕の保存・公開の検討

基本施策７.歴史の継承と資産としての活用（2）平和を希求する「沖縄のこころ」の発信
第３２軍司令部壕の保存・公開の検討

沖縄戦の軍事的中枢施設であった第32軍司令部壕は、沖縄戦の実相を次世代に語り伝え
るために極めて重要な戦争遺跡であることから、壕の保存・公開に向けて必要な発掘調査や
平和発信・継承の取組を行った。

１．発掘調査の実施
２．ガイドテキストの作成及び
フィールドワーク講座の実施

○見学者に史実等に基づき説明できる
ガイドを育成するため、収集した資
料や証言等を活用したガイドテキス
トを作成し、フィールドワーク講座
を実施した。

３．第３２軍司令部壕
VR体験会の実施

○第３２軍司令部壕内部の映像を
用いて制作したVRコンテンツを
活用し、平和発信・継承の取り組
みを推進するため、首里城公園首
里杜館および平和祈念資料館で
「第３２軍司令部壕VRコンテン
ツ体験会」を実施した。

○第１坑口から第１坑口周辺の建物
（掩蔽壕、通信所跡）に延びる通路
が発見され、それらの関係性を確認
することが出来ました。

第３２軍司令部壕保存・公開事業
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所管課：知事公室平和・地域外交推進課



基本施策８.琉球文化のルネサンス
（1）多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識
基本施策８.琉球文化のルネサンス
（1）多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識

県は、先人達が創り上げてきた沖縄の歴史と文化への理解を深め、故郷への
誇りや愛着を感じられる地域社会の形成に取り組むとともに、新たな歴史と文
化を県民自らの手で創造することを図るため、「琉球歴史文化の日条例」を制
定し、11月１日を琉球歴史文化の日とした。琉球歴史文化の日とその趣旨につ
いて普及・啓発するための広報活動と、県民が沖縄の歴史と文化への理解を深
めるための関連事業を実施した。

１．琉球歴史文化の日記念公演

２．周知・啓発

○「琉球歴史文化の日」記念イベントとして、
沖縄芝居鑑賞教室を上演した。

日時：令和７年10月30日（木）～11月１日（土）
計４公演

会場：国立劇場おきなわ 大劇場
入場者数 1,876名（うち児童生徒数1,015名）
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所管課：文化観光スポーツ部 文化振興課

○県内各地の小中学校にて
組踊に関するワークショップを実施した。
本島北中南部より各１校を選出
児童計 221名が参加

〇「琉球歴史文化の日」特設HPにて、市町村や県内
文化団体が実施する関連事業 120件を掲載



県、琉球大学、県立芸術大学の三者共催により、
行政、芸術、人材育成、学術の面から首里城復興
と沖縄の歴史文化復興に関するシンポジウムを
開催。
【日時】 令和7年10月12日（日）
【会場】 沖縄県立博物館・美術館

ポスターセッション 26

基調講演

復興基本計画の着実な推進
（２）国内外の学術ネットワークとの連携（シンポジウム開催）
復興基本計画の着実な推進
（２）国内外の学術ネットワークとの連携（シンポジウム開催）



県では、「地方版図柄入りナンバープレート」の制度を活用し、首里城復興への願いを込
めて、「首里城」を取り入れたデザインの自動車ナンバープレートの普及促進を図っている。
（令和5年10月から交付スタート） 令和８年３月末時点で約2３,048枚の申込がある。

カラー版を選択した際の寄付金により、令和６年度に引き続き公益財団法人日本デザイ
ンナンバー財団から令和7年度首里城公園のイベント「首里の朝市」の助成が行われた。

令和５年１０月２３日
首里城ナンバープレート
交付記念イベントを実施

カラー版

モノクロ版

令和7年１1月16日 首里の朝市（首里城公園）
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復興基本計画の着実な推進
（3）県民等の継続的な参加による復興（ナンバープレート導入）
復興基本計画の着実な推進
（3）県民等の継続的な参加による復興（ナンバープレート導入）



首里城に象徴される琉球の歴史・文化を次世代へ継承するため、児童、生徒が復
興を通して学ぶことのできる機会として出前講座と首里城正殿工事の際に生じた木
材の端材を活用したモノづくりイベント（スマホスタンドスピーカー作成）を実施。

令和７年度は小・中・高校で計14回（首里城公園実施分と併せて全15回）実施

事業概要

ワークショップ
参加者

出前講座
参加者

日付場所

51名90名10/7中学校（南部）

22名22名10/28高校（南部）

39名39名10/29中学校（中部）

36名36名11/18中学校（中部）

17名17名11/25高校（北部）

17名17名11/26高校（南部）

－90名12/5中学校（中部）

38名38名12/22高校（南部）

12名12名1/21中学校（南部）

30名30名1/23中学校（中部）

39名62名2/2小・中学校（離島）

20名20名2/6小学校（離島）

－395名2/10高校（南部）

108名261名2/13中学校（南部）

33名33名2/15首里城公園

462名1,162名計

実施日・参加人数

ワークショップ
（スマホスタンド
スピーカー作成）

学校で
の
実施

首里城復興「お出かけ講座」の様子
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首里城公園で
の実施

復興基本計画の着実な推進
（3）県民等の継続的な参加による復興（首里城復興「お出かけ講座」）
復興基本計画の着実な推進
（3）県民等の継続的な参加による復興（首里城復興「お出かけ講座」）


